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木織テナージュ　
天然木から生まれた新素材・テナージュを利用し、高
速自動織機で織り上げた天然の木織物。バッグをはじ
め、雑貨、照明機器、インテリアなどに製品化されてい
る。写真は「木織テナージュ iPod-case」。8000円～
http://www.zeroone-pro.com 

　ゼロワンプロダクツが手がける、天然木を利
用した新素材｢テナージュ」から生まれたさま
ざまな商品が、今注目を集めています。

プロフィル●大阪府出
身。和歌山大学経済学部
卒業。化粧品会社での勤
務を経て、37歳で独立し、
会社を創立

　｢もともとは、好きなことを仕事にできればと独
立。バッグ集めが趣味だったこともあり、温かな木
の素材を使って新しい商品ができないかと考えた
のが、商品開発のきっかけですね｣と話す樋口さん。
　最初は、つき板（非常に薄いベニヤ板）とデザイ
ン画を、バッグの製造業者に持ち込んだものの、割
れてしまってうまくいかなかったのだとか。ちょう
どそのころは、産学連携が唱えられはじめた時期。
公的なベンチャー支援資金をもとに、龍谷大学と
の共同研究をスタートさせることに。
　「まったくの素人の私に、大学教授が専門的な話
を丁寧にレクチャーしてくださいました。〝 わから
ないことでも、イメージとして考える訓練をしなさ
い〞という言葉が、今でも印象深く思い出されます」
　天然の薄い木の板に樹脂を充填し、補強材とし
て和紙や不織布、天然皮革、帆布を張り合わせるこ
とによって、天然木の持つ質感を損なわず、十分な
強度と柔軟性を持ったシートが誕生。2年半の試
行錯誤のたまものでした。使用材に、床材・壁材な
どの端材をリユースし、環境に配慮している点も
ポイントです。

　「テナージュ」と名づけられた新素材は、さらに
京都西陣織の技術と出合い、高速自動織機で織り
上げた、天然の木織物｢木織テナージュ｣へと進化
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することに。
　いっそうのフレキシビリティーや収縮性が生ま
れ、現在では、凝ったデザインのバッグや、照明機
器への商品化も進められています。今月には、高級
感あふれるiPodのケースも、販売する予定なのだ
そう。
　「今後も、さらに素材の機能向上を図り、服飾、
雑貨、インテリアなど、幅広い分野で、多くの人に
利用してもらいたい」と、その意気込みを熱く話し
てくれました。
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可能性広がる天然木織物


